
艇　ごと 峯畠、蛙だき 
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● 

∴－∴i∴“ii∴∴ 　＿－－－二二二二二二二二二二ミ－ 

◇
漕
艇
競
技
（
競
漕
）
　
の
部

●
参
加
資
格
　
1
5
歳
以
上
　
（
中
学
生
を
除
く
）
　
の
町
内
在
住
者
ま
た

は
在
勤
者

●
競
技
種
目
・
方
法

▽
種
目
　
①
各
区
対
抗
の
部
（
男
子
・
女
子
）
②
オ
ー
プ
ン
の
部
（
男

子
・
女
子
）

▽
方
法
　
ナ
ッ
ク
ル
艇
を
使
い
距
離
五
百
メ
ー
ト
ル
で
行
い
ま
す

（
予
選
・
敗
者
復
活
戦
・
準
決
勝
・
決
勝
）

●
チ
ー
ム
の
編
成
一
チ
ー
ム
漕
手
四
人
　
（
本
大
会
以
外
の
大
会
に

出
場
経
験
の
あ
る
人
は
一
人
ま
で
、
た
だ
し
、
全
国
交
流
レ
ガ
ッ

タ
大
会
出
場
者
は
二
人
ま
で
）
舵
手
一
人
（
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
）

監
督
一
人
　
（
選
手
兼
可
）
補
漕
四
人
ま
で

●
申
し
込
み
　
6
月
1
5
日
　
（
木
）
午
後
5
時
ま
で

●
そ
の
他
　
区
対
抗
の
部
（
男
子
・
女
子
）
で
優
勝
し
た
チ
ー
ム
は
、

9
月
2
3
日
と
2
4
日
に
秋
田
県
本
庄
市
で
開
催
さ
れ
る
「
全
国
市
町

村
交
流
レ
ガ
ッ
タ
大
会
」
に
派
遣
し
ま
す

◇
ア
イ
デ
ィ
ア
イ
カ
ダ
競
技
（
遊
漕
）
　
の
部

●
参
加
資
格
　
中
学
生
以
上
　
（
一
チ
ー
ム
三
人
以
上
で
編
成
）

●
競
技
方
法
　
手
作
り
の
イ
カ
ダ
に
三
人
以
上
が
乗
船
。
三
百
メ
ー

ト
ル
の
コ
ー
ス
を
遊
漕
す
る
間
に
、
審
査
を
行
い
ま
す
。
艇
の
材

質
は
自
由
、
動
力
は
自
力
、
船
外
機
ど
ち
ら
で
も
構
い
ま
せ
ん

●
申
し
込
み
　
1
月
5
日
　
（
水
）
午
後
5
時
ま
で

◇
申
し
込
み
方
法

所
定
の
申
込
書
　
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
）
　
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
保
険
料
（
一
チ
ー
ム
千
円
）
を
添
え
て
申
し
込

み
。
競
艇
競
技
各
区
対
抗
の
部
は
一
区
一
チ
ー
ム
。
ア
イ
デ
ィ
ア
イ

カ
ダ
競
技
の
鄭
の
み
先
着
四
十
チ
ー
ム
ま
で
。

申
し
込
み
先
は
、
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係

〔
〒
肌
～
4
3
遠
賀
町
大
字
今
古
賀
五
一
三
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
〕

へ
。
郵
送
の
場
合
は
、
当
日
消
印
有
効
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児童手当 1人日の子どもから支鈴 

平成7年個墨鞘羅 ∴ ∴∴ 詞漢的 ∴「÷‡「「：∴ 即長・峨読会謙員選挙の籠柴拗らせし �10と1料 分き歳金 （6 16か無 時男月糾 4015児 分H健 （唐 木診 ）査 午 後 1 時 ます 
運三IE王問三園 

●届け出 ▽現況届 現在、児童手当の支給を受けて いる人は6月中に「児童手当現況 Iiii」を福祉課福祉係へ提出してく ださい。この手続きをしないと引 き続き受給できる資格があっても 6月分かちの手当が受けられなく なります。 ▽認定請求 受給質格があるのに末請求の人 は認定講求膏を拙目してください。 

4月23日枝葉、即日尉票●有解者赦I4，041人 

4月23日、遠賀町長と町議会議員選挙を実施。町長選の枝葉率は、 ���●受給資格3歳未満の児童を 護育していること。 

82．34㌫で前回を約3．1％上回りました。町長選には、3人、町議会 ���※自分の子どもでなくても監護し 

議員選挙には定数を3人上回る19人の立候補があり、激しい選挙戦 ���一・走の生計関係があれば支給を 

ノ　● �となりました。即日開票の結果、町長には高山和幸現町長が当選、 ��受けることができます。ただ 

また、16人の町議会議員が決まりました。 ���し、前年の所得徹が・定額以上 の場合は支給されません。 

…園謹書i　i醗鞄瀬醸圏麗戴鶏髄鞘iI ���●支給金額第一千・二千は月 額五千円、第三千以降は月額1 万円 

（敬称略）i当選I高山和幸16177票i無視l ���●申し込み6月30日（金）ま でに福祉課福祉係へ（現況届の 用紙は対象者に送付します）な お、平成7年1月1日以後に転 入された人は前住所地の児遊子 当用所得証明書が必要です。 

未　来　に　残　そ　う　青　い　海 
一18 

真言」ニー　三　　　一、　　－／妻完へ 

：∵



町長，

i �i慶一田園 �書証田園 � 

当選 �秦　　　玉　彦 �923票 �無視 

当選 �奥　杓　　　守 �776票 �無視 

当選 �漬之上　善　部 �756票 �公新 

当選 �大　森　光　幸 �755票 �無新 

当選 �舛　添　八　郎 �679票 �無新 

当選 �柴　田　征一郎 �675票 �無視 

当選 �仲　野　　吏 �638寮 �無薪 

当選 �仲　野　和　義 �638票 �無視 

当選 �古　場　文　麿 �634票 �無理 

当選 �二　村　義　信 �606察 �無新 

当選 �吉　浦　勝　嘉 �577票 �無視 

当選 �松　井　　　悟 �569票 �無新 

当選 �石　松　　　守 �567票 �無現 

当選 �村　田　智　美 �558票 �無薪 

当選 �添　田　年　季 �447察 �無現 

当選 �中　田　和　信 �440票 �無新 

水道週間　6月1日～7日

み穣おそう

水の尊さ

大切を

6月1日から7日までの一週間、全国一斉
に水道週間が実施されます。
水道は、町民の健康で文化的な日常生活を
支える最も重要な施設であるだけでなく、生
活環境の改善や防火、産業の発展などの効用
を兼ね備えており、人間の生存にとって欠く
ことの出来ない施設です。
水道週間は、こうした水道についてみなさ
んのよりよい理解と、関心を高めていただく
ために実施されるものです。週間中の行事な
どに、語極的にご参加ください。

浄水場を見学しませんか

中間の浄水場では、原水を回転円板法によ
り生物酸化処理しています。
生物酸化処理とは、川の流れの中で自然に
くりかえされている酸素の供給と、生物によ
る有機物の分解という浄化の作用を、回転円
板装置の中に集約したもので、これは、日本
の水道の歴史の中で初めて実施した処理方法
です。生きた社会教育の場として、見学くだ
さい。見学は展示室のある唐戸浄水唱でどう
ぞ。

花の種とパッキンを無料配布

花の種（カスミ草ほか）とパッキンを無料
で配布します。気軽に水道局にお越しくださ
い。
●問い合わせは、遠賀町役場内の

中間水道局遠賀営業所へ

‾こ、、、

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と

B
C
G
予
防
接
種

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

●
と
き
　
▽
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

＝
6
月
1
日
　
（
水
）
　
▽
B
C
G
予
防

接
種
＝
6
月
9
日
　
（
金
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
二
階

●
受
付
　
午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
0
0
分

●
対
象
　
3
か
月
～
0
0
か
月
（
1
歳
6

か
月
）
未
満
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

●
接
種
方
法
　
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
接
種

後
、
四
十
八
時
間
お
い
て
判
定
し
、

陰
性
者
の
み
B
C
G
を
接
種

特
技
を
お
持
ち
の
人
を

推
せ
ん
し
て
く
だ
さ
い

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
案

今
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
　
「
生
き
が
い

づ
く
り
・
生
涯
学
習
」
　
の
指
導
を
し
て

い
た
だ
く
「
有
志
指
導
者
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

遠
賀
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
発
的
に
学

習
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
生
涯
学
習
・
生
き
が
い
づ
く
り
学

習
が
で
き
る
よ
う
に
、
学
習
の
お
手
伝

い
を
す
る
事
業
で
す
。

そ
の
た
め
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
し
て
、
学
習
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
を

指
導
し
て
い
た
だ
く
有
志
指
導
者
を
推

せ
ん
　
（
他
せ
ん
）
　
し
て
い
た
だ
く
も
の

です。今
、
三
十
七
人
の
有
志
指
導
者
の
方

が
す
で
に
登
録
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

園
田

●
推
せ
ん
の
方
法
　
推
せ
ん
用
紙
　
（
中

央
公
民
館
に
あ
り
ま
す
）
　
に
必
要
事

項
を
記
入
し
6
月
9
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
事
務
局
　
（
中
央
公
民
館
）
　
へ

●
指
導
の
内
容
　
①
家
庭
生
活
や
日
常

生
活
に
役
立
つ
も
の
②
教
護
向
上
に

役
立
つ
も
の
③
趣
味
に
関
す
る
も
の

④
伝
承
文
化
に
関
す
る
も
の
⑤
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す

る
も
の

●
問
い
合
わ
せ
　
中
央
公
民
館
事
務
室

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

保
母
試
験
と
保
母
試
験
準

備
講
習
会
が
あ
り
ま
す

遼
賀
福
祉
事
務
所

▽
保
母
試
験

●
と
き
　
8
月
2
日
　
（
水
）
　
か
ら
4
日

（
金
）
　
ま
で
の
3
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
一
保
育
短
期
大
学
と
第

一
経
済
大
学

●
申
し
込
み
　
6
月
1
日
　
（
木
）
　
か
ら

1
5
日
　
（
水
）
ま
で
に
遠
賀
福
祉
事
務

所
℡
　
（
6
0
1
）
　
2
1
2
1
へ

▽
保
母
試
験
準
備
諸
習
会

●
と
き
　
1
月
1
0
日
　
（
月
）
　
か
ら
2
2
日

（
土
）
　
ま
で
の
十
二
日
間

●
と
こ
ろ
　
第
一
経
済
大
学
記
念
厚
生

会
館

●
受
講
料
　
全
科
目
＝
一
万
二
千
円
、

四
日
以
上
＝
一
万
円
、
三
日
以
内
I
－

八
千
円

●
講
習
内
容
　
保
母
試
験
科
目
全
般

●
申
し
込
み
　
6
月
9
日
　
（
金
）
　
か
ら

2
7
日
　
（
火
）
　
ま
で
に
福
岡
県
保
育
所

連
盟
℡
0
9
2
　
（
6
4
1
）
　
1
9
3

4
へ
　
（
申
し
込
み
用
紙
は
役
場
福
祉

課
福
祉
係
に
あ
り
ま
す
。
）

万
が
一
は
備
え
て

救
急
法
講
習
会
に
ど
う
ぞ

遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会

野
外
活
動
中
、
も
し
事
故
に
遭
っ
た

ら
・
・
・
万
が
一
に
備
え
て
救
急
法
を

学
び
ま
せ
ん
か
。
野
外
で
の
活
動
が
多

く
な
る
夏
を
ひ
か
え
て
、
遠
賀
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
（
レ
ク
の
会
）
で
は
、

救
急
法
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

●
と
き
　
6
月
1
3
日
　
（
火
）
　
午
後
1
時

0
0
分
－
9
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ユ
一
二
T
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

●
対
象
　
ど
な
た
で
も
ど
う
ぞ
。
当
日

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

●
内
容
　
止
血
と
骨
折
の
手
当

●
指
導
　
遠
賀
郡
消
防
署
職
員
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込み＝ひびき青年会議所℡（246）2396

昨年のコンクールには浅木小学校から入賞者が続出
写真は全国銀賞を受賞した木村拓渇くんの作品
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パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
患
者
・
家

族
の
集
い
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー
で

●
と
き
　
6
月
1
4
日
　
（
水
）
　
午
後
1
時

～
3
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里
セ
ン
タ
ー

（
浅
木
二
四
〇
七
－
一
）

●
内
容
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

●
料
金
　
無
料

●
申
し
込
み
　
6
月
9
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
遠
賀
保
健
所
保
健
予
防
課
へ
電
話

で
ど
う
ぞ
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1
6
1

作
品
募
集
中

気
ま
ま
に
絵
筆
走
ら
せ
ま
せ
ん
か

森
と
湖
の
あ
る
風
慰
問
コ
ン
ク
ー
ル

●
テ
ー
マ
　
「
森
と
ダ
ム
」
ま
た
は
「
森

と
ダ
ム
湖
」
　
の
調
和
し
た
水
と
緑
ゆ

た
か
な
風
景

●
応
募
資
格
　
高
校
3
年
生
以
下
の
人

●
申
し
込
み
　
6
月
1
2
日
　
（
月
）
　
ま
で

に
　
（
財
）
　
ダ
ム
水
源
地
環
境
整
備
セ

ン
タ
ー
内
「
森
と
湖
に
親
し
む
旬
間
」

全
国
行
事
実
行
委
員
会
風
景
画
コ
ン

ク
ー
ル
作
品
募
集
係
へ
　
〔
〒
雌
東
京

都
千
代
田
区
窮
町
ニ
ー
一
四
－
二
℡

0
3
　
（
3
2
6
3
）
　
9
0
5
1
〕

●
入
賞
者
等
の
発
表
　
1
月
中
旬
ご
ろ

入
質
者
に
郵
便
で
通
知

み
ど
り
園
は
創
立
叩
周
年

記
念
式
興
と
国
禁
に
ど
う
ぞ

即
売
会
や
食
事
会
も
あ
り
ま
す

●
と
き
　
6
月
4
日
　
（
日
）
　
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
芦
屋
町
緑
ヶ
丘
四

－
四
二
「
み
ど
り
園
」
℡
（
2
2
3
）

●
内
容
　
▽
記
念
式
典
＝
午
前
1
0
時
－

正
午
▽
各
業
種
の
出
店
即
売
会
＝
正

午
－
午
後
3
時
▽
施
設
作
業
見
学
＝

正
午
～
午
後
2
時
▽
食
事
会
＝
正
午

～
午
後
3
時

平
成
1
年
度
海
上
保
要
唐
船
鰹
職
員
・

無
線
従
事
者
を
募
果
し
ま
す

若
松
海
上
保
安
部

●
受
験
資
格

◇
船
艇
職
員
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
、
次
の
免
許
を
持
つ
人

▽
航
海
＝
五
級
海
技
士
　
（
航
海
）
　
以

上
▽
機
関
＝
五
級
海
技
士
　
（
機
関
）

以
上

◇
無
線
従
事
者
　
昭
和
3
1
年
4
月
2
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等
学
校

を
卒
業
（
平
成
1
年
9
月
卒
業
見
込

み
可
）
　
し
、
次
の
免
許
を
持
つ
人

、ヽ

＼「

青
●
　
◆
、
）

▽
通
信
＝
第
二
級
総
合
無
線
通
信
士

以
上
▽
技
術
＝
第
二
級
総
合
無
線
通

信
士
又
は
第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士

以
上

●
申
込
用
紙
請
求
先
　
若
松
海
上
保
安

部
　
〔
〒
榔
北
九
州
市
若
松
区
久
岐
の

浜
七
－
一
〇
℡
　
（
1
6
1
）
　
2
4
9

1〕

●
受
付
　
5
月
2
9
日
　
（
月
）
－
6
月
1
6

日　（金）

親
子
で
楽
し
む
伝
統
文
化
「
親
子

能
楽
教
室
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

申
し
込
み
は
往
復
ハ
ガ
キ
で

「
親
子
能
楽
教
室
」
は
、
県
民
に
関

心
の
高
い
能
楽
に
つ
い
て
、
気
軽
に
観

賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
日
本
の
伝
統
文
化
を
鑑

賞
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。

●
と
き
　
8
月
6
日
　
（
日
）
　
▽
午
前
の

部
（
1
0
時
5
0
分
～
）
　
▽
午
後
の
郡

（1時00分－）

●
と
こ
ろ
　
大
濠
公
園
能
楽
堂
　
（
福
岡

市
中
央
区
大
濠
公
園
1
－
5
）

●
番
組
　
能
「
安
達
原
」
「
口
真
似
」

●
応
募
対
象
　
小
学
校
高
学
年
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者

●
料
金
一
人
千
円

●
申
し
込
み
　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
す
る
公
演

（
午
前
ま
た
は
午
後
の
部
）
　
を
記
入

し
て
6
月
9
日
（
金
）
ま
で
に
送
付
。

ハ
ガ
キ
一
枚
で
五
人
ま
で
　
〔
〒
8
1
2
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
七
－
七
福
岡
県

生
活
文
化
課
　
℡
0
9
2
（
6
5
1
）

1
1
1
1
㈹
〕


